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本
年
度
は
市
制
施
行
七
十
周
年
、
ま
た

教
育
委
員
会
設
置
六
十
周
年
の
、
節
目
の

年
と
な
り
ま
す
。

　

人
口
約
九
万
人
の
本
市
は
、
阪
神
間
に

お
い
て
、
全
国
で
も
有
数
の
住
宅
都
市
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

の
教
育
に
対
す
る
関
心
も
高
い
地
域
で
す
。

　
「
知
識
基
盤
社
会
」
の
時
代
と
い
わ
れ
る

社
会
の
変
化
の
中
で
、『
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
生
き
る
力
を
育
成
す
る
』
こ
と
を

本
市
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
平

成
二
十
年
度
か
ら
「
教
育
の
ま
ち
芦
屋
」

を
発
信
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

芦
屋
の
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た

時
に
「
芦
屋
で
学
び
・
育
っ
て
、
本
当
に

よ
か
っ
た
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
、市
民

が「
芦
屋
で
暮
ら
し
て
、本
当
に
よ
か
っ

た
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
。そ
れ
が
、「
教

育
の
ま
ち
芦
屋
」の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
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こ
れ
ら
の
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
は
、
ま
ず
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
子
育

て
や
教
育
、そ
し
て「
わ
が
ま
ち
芦
屋
」に

関
心
を
持
ち
、子
ど
も
は「
地
域
の
宝
」と

い
う
強
い
思
い
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
「
芦
屋
の
子
ど
も
は
、芦
屋
の
大
人
が
育

て
る
」と
い
う
共
通
認
識
を
基
盤
に
、子
ど

も
の
成
長
に
一
人
ひ
と
り
が
尽
力
す
る
、

そ
ん
な
ま
ち
が
理
想
で
す
。

　

市
民
の
参
画
と
協
働
の
下
、教
育
現
場

に
お
い
て
も
、今
後「
夢
と
志
」を
基
礎
と

し
て
、「
教
育
の
ま
ち
芦
屋
」の
実
現
に
向

け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
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　①「子ども読書の街づくり」を
　　さらに推進します。
　②地域に信頼される学校園づく
　　りのため、学校関係者評価を
　　活用した学校評価システムの
　　定着を図り、これまで以上に
　　学校情報公開に積極的に取り
　　組みます。
　③子育て支援の観点から、幼稚園が「地域の親と子の育ちの場」
　　としての役割や機能を充実するよう取り組みを進めます。
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　①児童生徒が主体的に学ぶ授業づくりに取り組みます。
　②チューター（学習指導員）を活用し、学力差の解消に向けた
　　取り組みを進めます。
　③障がいのある子どもへの支援の充実を図ります。
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　①将来への夢や希望を語り、自己実現を目指して生きる子ど
　　もの育成に学校園・家庭・地域社会が協働して取り組みます。
　②同和問題を始めとする差別は「絶対許さない」、いじめは「し
　　ない・傍観しない」という人権教育、命を大切にする教育の
　　徹底を図ります。
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　①生涯にわたって運動に親しむ態度、芸術を愛好する心情を
　　育てるよう取り組みます。
　②運動を通じて体力を養うとともに、食育の充実を図ります。
�������	
�������������������
　①豊かな人間性の育成に努め、専門性と実践的指導力の向上
　　に努めます。
　②「教師力」を高めるために研究と修養に努めます。

���������	
����������������
������
　　教育情報ネットワークシステムの整備と学習用教材づくり
　等のＩＣＴ活用研修や研究を行い、子どもたちにとって、価値
　のある学習づくりが実現できる教員を育成します。
���������	
���
　　教員経験２年目から５年目の若手教員を対象に、演習を中心
　とした実践的研修講座を設定し、指導力の向上に努めます。

���������	
��������
������
　　学校支援相談員を配置し、具体的な指導
　方法等を助言し、よりきめ細かな学校や教
　職員の支援体制を充実させます。
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�������	
������������	打出小槌町15-9�
���　電話：月～金曜日・午前９時～午後５時
/面接：火・木・金曜日、午後１時30分～５時15分
���　不登校・学習障がい・問題行動・友人関
係など、学校園における悩み。心の悩みを持つ幼
児・児童とその保護者との教育相談　����
センター職員、専門面接相談員

�����������������������
���　打出教育文化センター２階　���　
不登校児童生徒の①通級指導・月～金曜日、午前
９時30分～午後１時30分②教育相談・月～金曜
日、午後１時15分～５時　����　指導主事

����������	
����������
���　打出教育文化センター２階 　���　電話：月・水・金曜日、
午前10時～午後４時/面接：月・水曜日、午後０時30分～４時30分　��
��子どもの日常生活の上で気になること、心配なこと
等/面接：月曜日・カウンセリング、水曜日・心理診断と
治療　����　専門カウンセラー、電話相談員

�������	
�����������
���　体育館・青少年センター２階 　���　電話・
面談：月～金曜日・午前９時～午後５時　���　青少年
問題全般　����　センター職員

�������	
��������������
���　体育館・青少年センター３階 　���　電話・面談：月～金曜
日・午前９時～午後５時　���　特別支援教育に関する教育相談等

�����　月
～金曜日・午前
９時～午後５時
���　教育相
談全般　���
指導主事等
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�������南宮町９番７号� � � �

�������三条町39番10号� � � �

�������潮見町20番１号� � � �

�������精道町８番25号� � � �

�������浜町１番９号� � � �

�������山手町８番３号� � � �

�������岩園町23番41号� � � �

�������朝日ケ丘町10番10号������

�������潮見町１番２号� � � �

�������新浜町８番２号�����

�������浜風町１番１号� � � �

�������川西町11番10号� � � �

�������浜町１番20号� � � �

�������岩園町24番３号� � � �

�������打出小槌町15番７号� � � �

�������朝日ケ丘町10番３号������

�������西山町22番15号� � � �

�������伊勢町13番14号� � � �

�������潮見町１番３号� � � �

�������浜風町１番２号� � � �

成活動等

61）
日のみ〕
2-3920）
付け等

充実等

施等
設展開催

　

学
校
園
や
教
育
委

員
会
に
お
い
て
、今

年
度
重
点
的
に
取
り

組
む
内
容
は
、次
の

と
お
り
で
す
。
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各
教
科
等
に
お
い
て
言
語
活
動
の
充

　

実
を
図
り
、繰
り
返
し
指
導
す
る
中
で

　

知
識
・
技
能
の
確
実
な
定
着
を
図
る
と

　

と
も
に
、思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等

　

を
育
成
し
ま
す
。ま
た
、移
行
措
置
に
対

　

応
し
た
授
業
時
数
を
確
保
し
、
�
考
え
・

　

発
見
さ
せ
る
授
業
づ
く
り�
を
進
め
ま
す
。
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事
業
最
終
年
と
な
る
今
年
度
は
、学

　

校
図
書
館
の
さ
ら
な
る
整
備
や
利
用
促

　

進
を
進
め
、図
書
リ
ス
ト
や
読
書
ノ
ー

　

ト
の
活
用
、読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

　

実
施
等
、学
校
園
・
保
護
者
・
市
民
の
参

　

画
と
協
働
に
よ
る「
ブ
ッ
ク
ワ
ー
ム（
本

　

の
虫
）芦
屋
っ
子
」育
成
の
た
め
の
取
り

　

組
み
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
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「
生
命
の
尊
重
」「
自
尊
感
情
」「
思
い

　

や
り
の
心
」「
困
難
や
逆
境
に
負
け
な
い

　

強
い
心
」な
ど
、人
間
と
し
て
よ
り
よ
く

　

生
き
る
た
め
の
基
本
的
な
心
構
え
や
行

　

動
の
大
切
さ
を
、体
験
的
・
実
践
的
な
活

　

動
を
通
し
て
学
ば
せ
、将
来
へ
の
夢
と

　

希
望
を
語
り
、自
己
実
現
を
目
指
し
て

　

生
き
る
子
ど
も
を
育
て
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
	


�
�

　
　

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
円
滑
な
移

　

行
の
方
法
等
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、

　

教
員
の
相
互
訪
問
に
よ
る
授
業
公
開
や

　

小
・
中
合
同
の
授
業
研
究
会
の
開
催
等
、

　

具
体
的
な
連
携
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
��
�
�
�
�
	


�
�
�

　
 　
　
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　
　

学
校
園
に
お
い
て
は
、子
ど
も
の
実

　

態
と
保
護
者
の
願
い
を
十
分
に
把
握
し
、

　

学
校
園
に
お
け
る
指
導
体
制
の
充
実
を

　

図
り
、個
別
の
指
導
計
画
に
基
づ
い
た
、

　

一
人
ひ
と
り
の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

　

た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、芦
屋
市

　

特
別
支
援
教
育
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
充

　

実
を
図
る
と
と
も
に
、関
係
機
関
と
の

　

連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。
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子
ど
も
の
体
力
低
下
の
実
態
把
握
を

　

行
う
た
め
、小
学
校
高
学
年
お
よ
び
中

　

学
校
で
体
力
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
と
と

　

も
に
、体
力
向
上
に
向
け
た
指
導
の
あ

　

り
方
に
つ
い
て
の
研
究
を
教
科
等
研
究

　

部
会
を
中
心
に
進
め
、授
業
の
改
善
を

　

図
り
ま
す
。
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生
活
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く

変
化
し
、市
民
の
意
識
や
考
え
方
も
大
き
く

変
わ
り
、地
域
の
あ
り
方
・
生
活
の
課
題
に

対
す
る
考
え
方
も
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

生
涯
学
習
が「
生
き
が
い
の
創
造
」か
ら

「
地
域
課
題
を
学
び
」成
果
を
地
域
づ
く
り

へ
活
か
し
て
い
く
学
び
と
な
る
よ
う
、生

涯
学
習
の
位
置
付
け
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
課
題
の
解
決
や
地
域
デ
ザ
イ
ン
を

ど
う
描
く
か
に
向
け
、学
習
に
よ
っ
て
得

た
知
識
や
技
術
な
ど
の
成
果
を
積
極
的
に

地
域
社
会
の
中
で
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
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知
の
循
環
型
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。
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社
会
教
育
施
設
の
目
的
や
趣
旨
を
勘
案

す
る
中
で
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
、

人
々
の
学
習
需
要
の
高
度
化
・
多
様
化
に
対

応
し
た
学
習
機
会
を
提
供
し
、「
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
層
の
充
実
」と「
文
化
の
発
信
基

地
」と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、社
会
教
育
施
設
の
環
境
整
備
に

努
め
ま
す
。
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多
様
か
つ
弾
力
的
な
学
習
形
態
と
い
う

特
色
を
生
か
し
な
が
ら
、少
子
高
齢
化
・
高

度
情
報
化
・
国
際
化
・
環
境
問
題
等
の
現
代

的
課
題
へ
の
積
極
的
な
対
応
を
図
り
ま
す
。
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入札金額
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入札金額
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入札金額

�����
（株式会社）

144,840,000円168,640,000円―����

144,840,000円168,640,000円140,760,000円����

辞　退168,640,000円140,760,000円�����

144,840,000円168,640,000円140,760,000円������

144,840,000円168,640,000円140,760,000円���

辞　退168,640,000円140,760,000円�����

144,840,000円168,640,000円140,760,000円������

144,840,000円――���

144,840,000円168,640,000円140,760,000円����

144,840,000円―140,760,000円����

144,840,000円168,640,000円153,000,000円��

144,840,000円辞　退140,760,000円����

144,840,000円168,640,000円140,760,000円���

144,840,000円168,640,000円140,760,000円�����

144,840,000円168,640,000円140,760,000円�����
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　潮見小学校耐震補強他工事の入札を２月12日に、山手中学校耐震補
強他工事の入札を２月15日に、潮見中学校耐震補強他工事の入札を２
月16日に行いました。入札結果は、下表のとおりです。
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■
活
力
あ
る
豊
か
な
高
齢
社
会
へ
の
、円
滑
な

　

移
行
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

■
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

　

ス
ク
ー
ル
な
ど
へ
、自
主
的
・
主
体
的
に
参
加

　

で
き
る
よ
う
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
を
提
供
す
る

　

と
と
も
に
、普
及
啓
発
の
推
進
を
図
り
、家
庭

　

教
育
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■
学
校
と
地
域
と
の
連
携
体
制
を
構
築
し
、学

　

習
活
動
や
登
下
校
の
安
全
確
保
の
た
め
の
活

　

動
等
、地
域
住
民
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

　

促
進
し
ま
す
。

■
国
際
化
の
時
代
に
あ
っ
て
、世
界
各
国
と
共

　

生
し
つ
つ
、各
国
の
人
々
と
物
質
的
・
精
神
的

　

に
も
豊
か
な
生
活
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
取

　

り
組
み
を
進
め
、プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
と
国
際
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化
へ
の
事
業
の
展
開
を
図
り
ま
す
。

■
情
報
化
へ
の
対
応
と
し
て
、イ
ン
タ
ー

　

ネ
ッ
ト
に
よ
る
学
習
情
報
提
供
や
そ
の

　

シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
事
業
の
展
開
を

　

幅
広
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
小
学
校
内
で
、放
課
後
に
子
ど
も
た
ち

　

の
安
全
で
健
や
か
な
活
動
拠
点（
居
場

　

所
）を
設
け
、「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

　

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
生
涯
に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む

　

こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
、

　

目
指
し
ま
す
。

■「
芦
屋
市
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関
す

　

る
総
合
推
進
指
針
」に
基
づ
き
、さ
ま
ざ

　

ま
な
人
権
に
関
す
る
学
習
活
動
の
推
進

　

を
図
り
ま
す
。

■
文
化
の
振
興
に
関
す
る
基
本
的
な
理
念

　

お
よ
び
方
向
性
を
示
す「
芦
屋
市
文
化

　

基
本
条
例
」に
基
づ
き
、市
民
文
化
の
向

　

上
に
努
め
ま
す
。

■
市
民
セ
ン
タ
ー
等
の
文
化
施
設
を
、文

　

化
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

　

う
に
努
め
ま
す
。

■
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
だ
け
で
な
く
、既

　

存
の
遺
跡
や
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て

　

も
、周
知
や
活
用
に
努
め
ま
す
。
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※「教育相談」については、右記参照
��������

打出小槌町15番９号
�������	�

��������������������

��������
川西町15番３号

�������	�

※スポーツ・レクリエーション活動、青少年育成
※このほか、次の水泳プール施設があります。
　�������（浜風町30番１号　�22-8861
　�������	
�〔７月１日～９月10日の
　　　　　　　　（朝日ケ丘町11番11号　�32-

��������

��������

�������	
��

川西町�����

浜風町＆潮見町��������	
�

松浜町�������	
�

若葉町�������	
���

※市民ステージ・市民ギャラリー。貸室の受け付��������
業平町８番24号

��������������

※公民館講座・講演会、芦屋カレッジの実施等������������������

※インターネット等を活用した図書館情報の充
��������伊勢町12番５号���

��������打出小槌町15番９号��������

��������大原町20番２号��������

※谷崎潤一郎・谷崎文学に関する展示事業の実施��������伊勢町12番15号��������

※芦屋ゆかりの作家をはじめ、幅広い作品の常設��������伊勢町12番25号�������	
���

��������	
���������������

　　平成20年度に策定した「第２次芦屋市生涯学習推進基本構想」の
　具体化を図り、市民１人ひとりが、「いつでも・どこでも・だれでも」
　生涯各期に応じた学習に取り組むことができ、学習効果を活かす
　ことができるまちづくりを目指して、「生涯学習のまちづくり」に
　努めます。
��������	
���

　　社会教育が、学校教育および家庭教育との密接な関連を有する
　ことから、学校教育との連携を強化するための「学社融合」の推進、
　社会教育行政を通じた地域社会の活性化、ネットワーク型行政の
　推進に取り組みます。
��������	
���������������

　　新たな文化を創造し発信するため、市民１人ひとりの文化活動
を支援しながら、市民と手を携えて芦屋の
文化を創造していくことを基本に、文化の
振興に関する基本的な理念および方向性を
示した「芦屋市文化基本条例」に基づき、市
長の事務部局と連携しながら、心豊かな社
会を形成するための「文化力」を目指します。

 � � � � �　市民センターリニューアルオープン
�������　第22回芦屋さくらまつり
��������　安全・安心なまち芦屋
　　　　　　　　　芦屋市防災行政無線システム
�� � � ��市民と市長の集会所トーク
�������　第48回あしや山まつり・記念ハイキング
�������　潮芦屋緑地駐車場夜間閉鎖
�������　写真で振り返る　芦屋市制の70年
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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